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報 告 者 氏 名   日  本  共  産  党    

お だ ぎ り  た か し  

植  田   和  子  

高  橋  あ  き  ら  

い  ぬ  い  え   り  

 

１  期   日  

 令和６年３月２２日（金）～３月２２日（金）０泊１日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 八 木 南 団 地  水 道 管 （ 耐 震 ） 布 設 工 事 に つ い て  

 （ ２ ） キ ッ コ ー マ ン ア リ ー ナ  防 災 備 蓄 及 び 備 蓄 倉 庫 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 ■ 水 道 管 （ 耐 震 ） 布 設 工 事 に つ い て  

                              

直 径 １ ０ ０ ミ リ の 水 道 管 を 耐 震

化 す る た め 、 布 設 工 事 現 場 を 視 察

し た 。                    

工 事 現 場 職 員 の 不 足 や 技 術 の 継 承

が 全 国

的 に 課

題 と な

る 下 で 、 延 長 約 ５ ㍍ ・ 内 径 １ ０ ㍉ の

耐 震 管 （ 写 真 右 下 、 青 色 の 配 管 ） を

布 設 す る た め 、 鉄 製 か ら ポ リ エ チ レ

ン 管 へ 軽 量 化 さ れ 、 か つ 自 動 溶 接 機

で 接 続 が で き 、 技 術 の 継 承 と 、 今 後

の 労 働 力 不 足 へ の 取 り 組 み の 一 端 が

確 認 さ れ て い た 。       



 本 市 の 配 水 管 の 耐 震 化 は 、 浄 水 場

か ら 広 域 的 に 水 道 水 を 配 水 す る 主 要

配 水 管 （ 鉄 製 ・ 内 径 ３ ５ ０ ～ ４ ０ ０

㍉ ） や 軟 弱 地 盤 地 域 を 優 先 し た い 深

化 を 実 施 す る と と も に 、 下 水 道 整 備

と 一 体 で 取 り 組 む こ と で 経 費 削 減 を

図 っ て い る 。 同 時 に 、 配 水 管 布 設 に

は 、 下 水 道 管 や ガ ス 管 な ど 地 下 埋 設

管 と の 調 整 、 道 路 か ら の 深 度 （ 道 路

使 用 状 況 か ら ゆ が み 等 を 保 護 す る た

め ） 、 配 水 管 の 起 点 か ら 終 点 ま で の

高 低 差・傾 斜 を 調 整 す る 必 要 が あ り 、

特 に 埋 設 管 と の 調 整 で は 、 人 力 で 確

認 す る 必 要 も あ る 事 が 現 場 を 視 察 し 、

良 く 分 か っ た 。          

ま た 自 治 体 に よ っ て も 、 施 工 方 法

や 資 材 料 の 違 い が あ り 、 市 内 の 発 災

後 、 上 下 水 道 の 補 修 ・ 復 旧 を ど の よ

う に 実 施 す る の か を 、 発 災 の 場 所 や

大 き さ 、 市 内 事 業 者 の 支 援 量 も 異 な る こ と も 含 め 、 大 い に 想 定

し 、 議 会 と の 共 有 、 市 民 へ の 発 信 が 必 要 と 思 わ れ る 。  

  工 事 現 場 で は ト イ レ も 課 題 と な る が 、 写 真 の よ う な 軽 ト ラ ッ

ク の 荷 台 に 乗 せ 、 持 ち 運 び で き る 簡 易 型 の も の が 利 用 さ れ て お

り 、 災 害 時 に も 活 躍 す る も の と 思 わ れ る 。                            

                              

■ 防 災 備 蓄 及 び 備 蓄 倉 庫 に つ い て                               

市 内 ７ ０ ヶ 所 の 避 難 所 の う ち 、

４ ０ ヶ 所 が 整 備 さ れ た 防 災 備 蓄 倉

庫 の 拠 点 で あ る キ ッ コ ー マ ン ア リ

ー ナ を 視 察 し た 。  

流 山 市 内 で は 避 難 所 毎 に 必 要 な

備 品 を 必 要 数 備 蓄 す る 方 法 と は 異



な り 、 主 な 備 蓄 品 を ま と め て 集 中 的 に

備 蓄 す る 「 分 散 備 蓄 」 と な っ て い る 。  

こ の こ と か ら 、 ① 賞 味 期 限 や 電 池 の

確 認 ・ 点 検 の し や す さ 、 倉 庫 ス ペ ー ス

の 有 効 活 用 、② 被 災 の 大 小 に 関 わ ら ず 、

被 災 が 少 な い 備 蓄 倉 庫 か ら 備 蓄 品 を 活

用 で き る な ど の メ リ ッ ト は い か し つ つ

も 、 比 較 的 重 量 ・ 容 積 が あ る 備 蓄 品 の

発 災 後 の 輸 送 体 制 の 確 保 と 輸 送 方 法 、

受 入 避 難 場 所 に お け る 調 達 必 要 数 の 受 入 れ 場 所 確 保 を 検 討 し て

お く 必 要 が あ る 。  

ま た 備 蓄 ト イ レ で は 、 各 機 種

で メ リ ッ ト が 異 な る こ と か ら 、

実 際 、 平 時 に 使 用 す る こ と で メ

リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト を 体 験 で き

る 場 を 総 合 防 災 訓 練 な ど で 検 討

す る 必 要 性 と 、 個 人 で 備 え る べ

き ト イ レ 対 策 を 大 い に 推 奨 す る

必 要 性 を 感 じ た 。 テ ン ト に よ る

ト イ レ 周 辺 へ の プ ラ イ バ シ ー 対

策 も 、 自 衛 隊 が 設 営 し た お 風 呂

で す ら 強 風 で 飛 ん で し ま っ た 過

去 の 経 験 も 踏 ま え 、 十 分 な 対 策

を 想 定 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ

る 。  

  備 蓄 倉 庫 は 、 昼 間 で も 室 内 電 気 が 確 保 さ れ な い と 十 分 に 機 能  

し な い こ と も 現 地 を 視 察 し 分 か っ た 。 停 電 時 に 、 ど の よ う な 非  

常 用 電 源 を ど の よ う に 確 保 し 、備 蓄 品 を 安 全 に 運 び 出 し 、使 用・ 

配 分 で き る の か 、 備 蓄 目 標 へ の 達 成 率 だ け を 見 て い て は 分 か ら  

な い こ と が 把 握 で き た こ と は 有 意 義 だ っ た 。                    

  今 後 、 仮 設 住 宅 の 設 置 場 所 や 、 設 置 戸 数 に あ っ た 敷 地 の 広 さ  

確 保 な ど も 大 い に 調 査 ・ 研 究 課 題 で あ る 。                             

                              


